
【
お
も
て
】 

 
史
料
編 

【
史
料
１
】
慶
応
元
年
九
月
二
日
付
慶
永
宛
定
安
書
状
（
福
井
県
図
「
御
来
翰
」
十
一
） 

（
前
略
）
扨
又
瑶
彩
事
習
字
読
書
之
儀
御
尋
之
趣
拝
承
仕
候
、
先
達
而
御
教
示
よ
り
一
段

与
出
情
為
仕
候
へ
共
、
万
事
行
届
兼
心
痛
罷
在
候
、
読
書
者
論
語
顔
渕
之
篇
、
習
字
者
千

字
文
御
座
候
、
随
師
則
清
書
奉
入
貴
覧
候
、
尚
御
教
示
之
程
幾
重
ニ
も
奉
願
候 

 

瑶
彩
麿
の
習
字
や
読
書
の
様
子
に
つ
い
て
お
尋
ね
の
こ
と
承
り
ま
し
た
。
以
前
の
あ
な
た

の
ご
教
示
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
尽
力
し
た
の
で
す
が
、
万
事
行
き
届
か
ず
恐
れ
入
り
ま
す
。

読
書
は
、『
論
語
』
顔
渕
の
編
を
読
ん
で
お
り
、
習
字
は
千
字
文
で
す
。
先
生
の
指
導
で
清

書
し
た
も
の
を
ご
覧
に
入
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
教
示
願
い
ま
す
。 

  

【
史
料
２
】
文
久
四
年
正
月
二
十
六
日
付
定
安
宛
慶
永
書
状
（
福
井
県
図 

御
来
翰
三
） 

（
前
略
）
○
明
日
者
御
参
内
被
仰
出
候
ニ
付
、
貴
君
に
も
御
参
内
之
御
様
子
奉
賀
候
、
決

而
御
心
配
筋
等
者
無
之
、
伝
議
両
奏
御
出
会
之
節
者
上
席
よ
り
奉
伺
天
機
候
、
始
メ
応
接

相
成
候
間
、
御
下
席
に
て
ハ
只
御
平
伏
而
已
ニ
て
宜
候
、
扨
又
委
細
之
御
次
第
者
不
相
伺

候
へ
共
、
於
小
御
所
被
拝
龍
顔
候
儀
も
可
有
之
哉
と
奉
存
候
、
是
迚
も
一
人
く
ニ
而
者
無

之
、
一
同
罷
出
候
儀
と
被
考
申
候
、
決
而
御
配
意
之
筋
者
無
之
義
可
然
奉
存
候 

  

【
史
料
３
】
元
治
元
年
十
月
二
十
一
日
付
慶
永
宛
定
安
書
状
（
福
井
県
図 

御
来
翰
八
） 

（
前
略
）
文
左
衛
門
隼
人
謙
三
郎
江
御
鶴
声
之
趣
奉
恐
入
候
、
隼
人
江
者
早
速
申
聞
候
処

難
有
、
猶
右
御
礼
申
出
候
、
文
左
衛
門
・
謙
三
郎
者
留
守
中
ニ
付
、
早
速
夫
々
江
可
申
遣

候
、
嘸
々
難
有
狩
可
申
与
奉
存
候
、
御
序
ニ
香
西
敬
左
衛
門
江
宜
御
伝
声
奉
願
候 

   

【
史
料
４
】
松
江
城
歴
史
館
所
蔵
志
立
家
文
書
「
松
江
藩
士
志
立
正
臣 

隠
岐
事
件
書
類
二
」 

①
（
前
略
）
○
正
路
前
文
ノ
命
ヲ
受
シ
事
、
謙
三
郎
申
出
ニ
依
ル
所
ト
密
ニ
承
知
、
然
ル

ニ
文
育
愚
昧
ノ
我
等
外
交
等
ス
ル
□
ニ
非
ス
、
是
一
己
ノ
事
ニ
無
之
畢
竟
一
国
ノ
上
ヘ
差

響
ク
儀
、
所
詮
勤
難
ク
存
ス
ル
ニ
付
其
趣
謙
三
郎
ヘ
書
状
ヲ
以
申
遣
ト
雖
右
ノ
書
翰
行
違

ニ
相
成
、
謙
三
郎
ハ
此
月
十
八
日
下
坂
ニ
付
縷
々
右
ノ
旨
趣
ヲ
以
我
前
件
ノ
命
ヲ
除
度
示

談
ス
レ
ト
モ
其
儀
相
成
難
キ
由
申
聞
、
無
余
儀
力
ノ
及
丈
ケ
致
シ
見
ル
ヘ
シ
ト
相
決
シ
、

是
ヨ
リ
追
々
事
情
探
索
ニ
心
ヲ
置
聞
込
シ
事
、（
中
略
） 

  

①
【
要
約
】
私
（
志
立
範
蔵
）
が
周
旋
方
の
藩
命
を
受
け
た
の
は
、
謙
三
郎
（
雨
森
精
翁
）

の
申
し
出
に
よ
る
こ
と
を
内
々
承
知
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
分
私
の
よ
う
な
能

力
の
な
い
も
の
が
重
要
な
藩
と
の
交
渉
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
く
、
そ
も
そ

も
こ
れ
は
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
詰
ま
る
と
こ
藩
全
体
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
そ
の

旨
を
謙
三
郎
に
書
状
で
申
し
ま
し
た
が
、
書
翰
が
行
き
違
い
と
な
り
ま
し
た
。
謙
三
郎
は

九
月
十
八
日
に
大
坂
に
来
た
の
で
、
私
が
自
分
の
考
え
を
申
し
上
げ
周
旋
方
を
除
い
て
ほ

し
い
旨
相
談
し
ま
し
た
が
、
謙
三
郎
は
そ
れ
は
難
し
い
と
し
た
た
め
、
余
儀
な
く
で
き
る

だ
け
努
力
し
て
み
る
決
心
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
京
阪
の
情
報
収
集
に
集
中
し
さ
ま
ざ

ま
な
聞
き
込
み
に
か
か
っ
た
の
で
す
。 

  

②
○
京
摂
ニ
テ
近
来
諸
藩
ノ
周
旋
方
月
々
日
ヲ
定
メ
集
会
ア
リ
、
当
地
ニ
テ
ハ
此
九
月
三

日
ヨ
リ
始
毎
月
三
日
・
十
三
日
・
二
十
□
日
、
大
仁
村
玉
井
藤
右
衛
門 

俗
ニ
玉
藤
ト
イ
フ 

ト
料
理
屋
ニ
テ
夕
一
時
集
、
人
別
金
弐
朱
宛
持
寄
軽
キ
肴
ニ
テ
盃
ヲ
傾
親
睦
イ
タ
シ
形
勢

ノ
事
ト
モ
談
話
ス
ル
事
、
最
右
集
会
ノ
席
上
ニ
テ
秘
談
議
論
等
ス
ル
事
ニ
ハ
コ
レ
ナ
ク
、

若
密
話
致
シ
度
事
ア
ル
時
ハ
別
席
ヲ
請
テ
談
候
事
ノ
ヨ
シ 

此
会
ノ
発
起
ハ
謙
三
郎
或
ハ

肥
前
福
地
某
ノ
拍
子
ナ
リ
、
謙
三
郎
話
ニ
近
年
周
旋
方
等
集
会
ノ
初
リ
ハ
、
文
久
三
亥
年

冬
頃
ヨ
リ
ノ
事
ニ
テ
、
元
伊
達
伊
豫
入
道
・
嶋
津
大
隅
等
ノ
考
ノ
由
、
当
節
浪
華
ニ
而
会

ス
ル
事
、閣
老
ヘ
モ
相
聞
ヘ
白
川
候
ナ
ト
ハ
甚
タ
満
悦
、
既
ニ
同
藩
ヨ
リ
玉
藤
会
ニ
モ
出
、

全
ク
諸
藩
和
親
ノ
姿
ト
大
ニ
喜
悦
ト
相
聞
ル
、 

  

②
【
要
約
】
謙
三
郎
の
話
に
よ
れ
ば
、
近
年
周
旋
方
な
ど
の
集
会
の
起
源
は
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
冬
頃
よ
り
、
宇
和
島
藩
の
伊
達
宗
城
や
薩
摩
藩
の
島
津
久
光
な
ど
の
考
え

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
時
大
坂
で
会
合
す
る
こ
と
は
、
閣
老
に
も
届
い
て
お
り
、

阿
部
正
外

ま
さ
と
う

（
白
河
藩
主
、
元
治
元
年
六
月
二
十
四
日
老
中
任
）
な
ど
は
甚
だ
喜
ん
で
お
り
、

す
で
に
白
河
藩
か
ら
も
玉
藤
会
に
も
出
席
し
、
諸
藩
が
仲
睦
ま
じ
い
形
と
な
っ
て
た
い
へ

ん
喜
ん
で
い
る
と
噂
さ
れ
て
い
る
。 

  

【
史
料
５
】
文
久
四
子
年
二
月
十
九
日
京
都
ヨ
リ
御
国
江
申
遣
候
連
状
ヶ
条
之
内
赤
木
氏
御

認
之
分
（
三
谷
家
文
書
「
内
外
御
用
状
頭
書
」） 

（
前
略
） 

一
、一
昨
十
七
日
春
嶽
様
御
旅
館
江
此
度
之
御
一
味
ニ
付
御
相
談
と
し
て
殿
様
御
出
罷
成
、

尤
前
以
御
間
日
御
向
合
節
重
役
御
同
道
被
成
候
而
も
御
宜
敷
由
申
来
、
仍
筆
者
罷
出
候
様

被
仰
付
、
尚
又
此
度
之
儀
者
御
内
密
之
御
用
ニ
も
御
座
候
ニ
付
御
留
守
居
同
道
罷
出
候
幕

ニ
も
無
之
、
然
處
是
迄
妹
尾
春
嶽
様
御
側
御
内
用
相
勤
候
香
西
敬
左
衛
門
と
申
仁
御
座
候

処
、
太
郎
右
衛
門
殿
同
姓
之
由
ニ
御
座
候
与
風
取
り
入
懇
志
と
相
成
、
是
迄
何
角
懸
合
事

等
謙
三
郎
相
働
居
候
ニ
付
、
同
人
儀
御
留
守
居
代
り
之
心
得
ニ
而
同
道
仕
候
方
都
合
可
宜

与
申
合
同
道
仕
候
、
然
處
先
方
様
之
御
仕
向
万
々
御
念
入
候
御
仕
向
方
ニ
而
殿
様
ニ
も
御

居
間
江
御
案
内
ニ
相
成
御
菓
子
・
御
吸
物
・
御
肴
被
差
出
、
右
之
御
席
へ
筆
者
謙
三
郎
も

被
召
出
、
あ
の
方
様
よ
り
も
御
内
用
相
勤
候
敬
左
衛
門
出
席
仕
、
夫
よ
り
御
相
談
事
相
始

り
万
々
御
都
合
能
御
示
談
御
教
諭
も
被
為
在
、
い
か
に
も
御
同
性
様
御
実
意
之
御
取
斗
与

難
有
事
ニ
奉
存
候
、
誠
ニ
謙
三
郎
筆
者
な
と
ハ
被
存
寄
儀
御
菓
子
等
も
被
下
置
奉
恐
入
候

次
第
ニ
御
座
候
、
御
相
談
之
訳
ハ
此
度
之
御
一
条
ニ
而
差
向
御
暇
願
ニ
而
も
可
被
差
出
哉

御
願
書
之
下
案
御
持
参
ニ
而
御
相
談
被
為
在
候
処
、
少
々
思
召
も
被
為
在
何
分
御
考
量
之

上
御
添
削
可
被
遊
筈
ニ
御
座
候
、
同
日
昼
頃
よ
り
二
条
江
春
嶽
様
御
登
城
、
い
か
よ
ふ
の

御
取
斗
ニ
御
座
候
か
、
同
夜
上
よ
り
御
暇
被
仰
出
候
事
ニ
而
何
も
御
手
数
な
く
御
暇
ニ
相

成
難
有
奉
存
候 

 

【
要
約
】
一
昨
日
十
七
日
松
平
春
嶽
の
旅
館
へ
今
度
の
相
談
に
殿
様
（
定
安
）
が
お
出
で

に
な
り
、
前
も
っ
て
重
役
同
道
も
承
知
と
し
、
そ
の
た
め
筆
者
に
も
仰
せ
付
け
た
。
な
お
、

今
回
は
内
密
の
御
用
の
た
め
留
主
居
が
出
る
幕
で
も
な
い
。
し
か
る
に
是
ま
で
妹
尾
は
、

春
嶽
御
側
役
御
内
用
を
勤
め
る
香
西
敬
左
衛
門
、
彼
は
松
江
藩
の
香
西
太
郎
右
衛
門
と
同

姓
の
こ
と
で
も
あ
る
の
で
懇
意
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
交
渉
で
は
謙
三
郎
が
中
心
と
な

っ
て
働
い
て
き
た
の
で
、
謙
三
郎
が
留
主
居
の
代
わ
り
に
同
道
す
る
ほ
う
が
都
合
い
い
と

し
て
同
道
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
藩
主
同
士
の
席
へ
）
筆
者
と
謙
三
郎
も
召
し
出
さ
れ
、

春
嶽
の
ほ
う
で
も
御
内
用
を
勤
め
た
香
西
敬
左
衞
門
が
出
席
し
た
。（
中
略
）
そ
れ
よ
り
相

談
事
が
始
ま
り
、
す
べ
て
都
合
よ
く
お
話
し
や
ご
意
見
も
あ
っ
た
。
た
し
か
に
同
じ
松
平

同
士
の
取
り
計
ら
い
で
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

【
史
料
６
】
元
治
元
子
年
九
月
晦
日
大
野
氏
京
都
ヨ
リ
御
国
江
申
来
候
内
連
状
（
三
谷
家
文

書
「
内
外
御
用
状
頭
書
」） 

（
前
略
） 

一
、
今
日
仕
出
し
三
ツ
判
御
飛
脚
差
立
候
訳
者
①
雨
森
謙
三
郎
持
参
仕
候
御
建
白
之
一
条

御
見
合
之
儀
奉
願
度
、
委
細
別
紙
ヲ
以
申
上
候
通
ニ
御
座
候
間
爰
ニ
相
略
候
（
中
略
） 

一
、
②
御
建
白
之
一
条
時
情
之
場
ヲ
以
懸
存
之
趣
、
追
々
申
上
候
得
共
、
実
ハ
誠
ニ
奉
恐

入
候
次
第
ニ
而
日
夜
心
労
し
寝
食
不
安
罷
在
候
所
、不
都
合
と
も
不
被
思
召
候
趣
被
仰
下
、

猶
謙
三
郎
参
着
委
細
之
御
主
意
も
奉
承
知
誠
ニ
以
難
有
安
心
仕
候
、
委
細
今
便
別
紙
ヲ
以

尚
又
申
上
候
間
、
可
然
様
御
取
計
被
下
度
奉
願
上
候
、
く
れ
ゝ
ゝ
も
御
呵
ヲ
も
奉
蒙
候
程

之
次
第
と
覚
語
仕
居
候
処
、
万
々
程
能
御
取
扱
被
下
重
々
難
有
仕
合
ニ
奉
存
上
候 

一
、
被
仰
下
候
迄
も
無
御
座
候
得
共
、
私
儀
御
用
済
之
上
早
々
出
立
仕
候
儀
と
被
思
召
候

旨
、委
曲
承
知
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、③
今
便
別
紙
ヲ
以
御
懸
合
申
上
候
御
建
白
之
一
条
、

若
伺
之
通
思
召
不
被
為
在
訳
ニ
御
座
候
ハ
ヽ
一
先
御
用
済
ニ
候
間
、
右
伺
済
被
仰
越
次
第

早
々
出
立
可
仕
と
此
御
左
右
而
已
相
待
罷
在
候 

（
中
略
） 

一
、
④
謙
三
郎
儀
も
流
石
道
具
ニ
而
時
情
段
々
相
開
候
事
承
り
帰
御
国
益
不
少
事
ニ
奉
存

候
、
当
節
者
定
式
之
御
留
守
居
抔
斗
ニ
而
ハ
届
候
事
ニ
無
之
、
周
旋
方
ヲ
手
広
く
御
用
ひ

ニ
不
相
成
候
而
者
難
被
為
済
御
時
勢
と
奉
存
候 

 

【
要
約
】
①
雨
森
が
持
参
し
た
建
白
は
見
合
わ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
の
意
見
。 

②
建
白
は
時
の
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
た
め
気
が
か
り
で
、
実
は
た
い
へ
ん
心
配
し
て
い

ま
す
。
不
都
合
と
も
定
安
様
が
お
考
え
下
さ
れ
な
か
っ
た
件
、
謙
三
郎
が
到
着
し
て
か
ら

詳
し
い
「
主
意
」
も
承
知
し
安
心
い
た
し
ま
し
た
。 

③
建
白
に
つ
い
て
は
伺
い
の
通
り
御
考
え
で
な
い
な
ら
ま
ず
用
済
み
と
な
り
、
そ
れ
を
受

け
た
ら
早
々
に
出
立
す
る
つ
も
り
で
す
。 

④
謙
三
郎
は
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
の
い
か
に
も
「
道
具
」
で
あ
り
、
様
々
な
政
治
的
な

状
況
が
徐
々
に
わ
か
り
、
松
江
に
帰
れ
ば
藩
の
利
益
に
も
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
状
況
の
な
か
で
は
形
式
通
り
の
対
応
を
す
る
留
主
居
で
は
と
て
も
及
ぶ
こ
と
で
は
な

く
、
周
旋
方
（
雨
森
謙
三
郎
等
）
を
広
く
用
い
な
く
て
は
済
ま
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。 



【
裏
面
】 

 

【
史
料
７
】
元
治
二
年
二
月
十
四
日
付
定
安
宛
慶
永
書
状
（
福
井
県
図 

御
書
翰
九
） 

（
前
略
）
扨
又
此
後
も
形
勢
如
何
成
行
可
申
哉
、
甚
以
無
御
心
許
被
思
召
候
ニ
付
、
国
論

之
趣
も
御
承
知
被
成
度
処
、以
御
親
睦
公
私
之
御
力
被
尽
度
、依
之
此
度
雨
森
謙
三
郎
態
々

為
御
使
者
弊
邑
へ
被
遣
候
段
ニ
而
口
上
之
趣
も
相
伺
、
殊
ニ
両
種
預
御
恵
投
、
仍
御
深
厚

之
御
懇
情
更
ニ
難
有
寸
毫
奉
万
謝
候
、
尚
又
謙
三
郎
へ
も
両
度
迄
面
接
之
上
貴
慮
之
趣
等

一
々
詳
悉
相
伺
候
処
、
渾
而
御
同
意
ニ
御
さ
候
、
従
是
者
疾
に
も
御
使
者
万
事
御
親
睦
筋

可
相
願
候
処
、
却
而
預
御
使
者
何
共
赧
汗
之
仕
合
ニ
御
座
候
、
素
よ
り
方
今
不
容
易
御
時

態
ニ
付
而
も
、
不
外
御
間
柄
別
而
無
御
覆
蔵
御
熟
談
申
上
、
諸
端
御
同
一
々
尽
力
不
致
候

半
而
者
難
相
適
儀
故
、
尚
以
御
教
示
相
願
候
事
ニ
御
さ
候
、
扨
又
参
覲
之
事
件
を
初
具
ニ

謙
三
郎
よ
り
相
伺
申
候
、
任
御
懇
意
愚
存
一
存
申
上
試
候 

①
一
、
参
覲
之
事
者
幕
命
随
順
越
前
守
京
都
御
暇
帰
国
候
ハ
ヽ
、
四
月
参
府
之
積
ニ
致

置
候
事 

但
、
公
方
様
御
上
坂
御
座
候
ハ
ヽ
、
四
月
迄
ニ
ハ
御
作
事
も
可
被
為
在
歟
、
左

も
無
之
節
ハ
御
承
知
之
通
指
湊
御
公
務
ニ
而
疲
弊
参
覲
之
見
詰
も
難
相
立
ニ
付
、

其
場
ニ
至
り
願
方
も
可
有
御
座
与
差
含
罷
在
候
儀
ニ
御
座
候 

於
尊
家
も
差
向
ハ
来
年
御
参
府
之
御
積
ニ
被
成
置
、
其
頃
迄
天
下
之
形
勢
御
黙

覧
之
上
被
成
方
も
可
有
御
座
候
哉
と
奉
存
候
、 

②
一
、
妻
子
東
下
之
事
被
奉
幕
命
御
東
下
之
御
積
可
然
哉 

但
、
是
又
御
上
坂
之
上
一
変
可
致
歟
、
尚
此
侭
ニ
而
御
催
促
等
御
座
候
節
痛
温
泉

等
之
願
身
も
可
有
御
座
候
哉 

③
一
、
上
書
之
事 

当
時
者
御
勘
考
御
見
合
も
可
然
哉 

  

【
要
約
】 

さ
て
、
そ
の
後
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
、
非
常
に
心
許

な
く
不
安
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
う
え
は
福
井
藩
の
国
論
の
状
況
も
了
解
い
た
だ
き
、

両
藩
の
親
睦
を
公
私
に
わ
た
っ
て
お
力
添
え
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
今
回
雨
森

謙
三
郎
を
わ
ざ
わ
ざ
使
者
と
し
て
福
井
へ
派
遣
さ
れ
、
あ
な
た
の
お
言
葉
も
う
か
が

い
、
さ
ら
に
は
お
土
産
ま
で
い
た
だ
き
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
謙
三
郎
に

は
二
度
に
わ
た
っ
て
面
会
し
あ
な
た
の
考
え
を
一
つ
ひ
と
つ
詳
し
く
う
か
が
い
ま
し

て
、
確
か
に
す
べ
て
同
意
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
早
め
に
使
者
を
も
っ
て
全
て

の
事
柄
に
つ
い
て
親
睦
を
願
い
た
く
、
か
え
っ
て
今
回
使
者
（
雨
森
謙
三
郎
）
を
お

越
し
い
た
だ
く
な
ど
何
と
も
恐
縮
の
限
り
で
す
。
そ
も
そ
も
現
状
は
容
易
で
は
な
い

時
節
で
、（
同
じ
越
前
系
の
）
重
要
な
間
柄
で
何
で
も
相
談
し
て
力
を
尽
く
し
て
い
か

な
く
て
は
叶
わ
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
江
戸
参
勤
の
事
件
に
つ
い
て
は
詳
し
く
謙
三
郎
よ
り
伺
い
ま
し
た
。
親
し
い

間
柄
を
前
提
に
私
の
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

①
参
勤
の
こ
と
は
幕
府
の
命
令
に
従
い
ま
す
。
越
前
守
（
藩
主
茂
昭
）
が
、
京
都
を

暇
乞
い
し
て
帰
国
し
た
な
ら
ば
、（
慶
応
元
年
）
四
月
に
は
江
戸
へ
行
く
つ
も
り
で
す
。 

但
し
、
将
軍
は
大
坂
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
四
月
ま
で
に
は
作
事
も
あ
る
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
と
き
は
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
差
し

支
え
が
あ
り
公
務
で
疲
弊
し
て
い
る
た
め
、
参
勤
の
予
定
も
立
て
ら
れ
な
い
の
で
、

そ
の
と
き
に
応
じ
て
願
い
出
る
こ
と
も
含
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
松
江

藩
に
お
い
て
も
来
年
江
戸
参
勤
の
つ
も
り
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
こ
ろ
の
天
下
の
形
勢

を
確
認
し
な
が
ら
対
応
す
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。 

②
妻
子
を
再
度
江
戸
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
は
幕
府
の
命
令
な
の
で
東
下
す
る
積
も
り

と
い
う
こ
と
で
い
い
で
し
ょ
う
か
。 

但
し
、
こ
れ
も
将
軍
が
大
坂
に
い
る
の
で
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
な
お
、
こ
の
ま
ま
で
も
し
催
促
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
痛
み
の
た
め

湯
治
な
ど
の
理
由
で
願
い
出
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

③
上
書
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
見
合
わ
せ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？ 

 

【
史
料
８
】
元
治
二
年
正
月
十
日
付
松
平
越
前
守
宛
松
平
出
羽
守
書
状
（
福
井
県
立
図
書
館

所
蔵
「
元
治
二
乙
丑
春
御
来
翰
」） 

一
翰
拝
啓
仕
候
、
春
寒
之
砌
御
座
候
処
、
長
途
無
御
滞
御
凱
陣
ニ
相
成
目
出
度
御
儀
奉
存

候
、
拙
生
事
も
瓦
全
罷
在
、
此
節
ハ
振
旅
之
手
続
ニ
相
成
、
先
安
心
仕
候
先
般
ハ
火
船
之

儀
ニ
付
厚
被
仰
下
御
念
入
候
御
儀
深
痛
却
仕
候
、
此
中
ハ
木
船
相
返
し
ニ
相
成
候
処
、
最

早
御
陣
払
も
も
被
仰
出
候
儀
ニ
付
過
日
申
上
候
懸
念
之
筋
も
無
御
座
候
、
鉄
船
と
一
併
直

損
小
倉
表
へ
差
出
候
御
都
合
ニ
相
成
候
へ
ハ
本
懐
之
事
ニ
御
座
候
、
扨
一
旦
ハ
御
鎮
静
相

成
候
へ
共
、
台
体
之
処
如
何
成
行
可
申
哉
、
扨
々
不
用
意
時
節
、
此
上
ハ
弥
以
御
親
睦
御

一
致
ニ
力
ヲ
以
抽
幕
忠
度
、
此
度
雨
森
謙
三
郎
御
差
出
候
間
、
何
角
可
然
御
教
示
被
下
候

様
奉
願
候
、
委
細
ハ
同
人
よ
り
可
申
上
候 

 

 

【
史
料
９
】
慶
応
二
年
二
月
二
十
五
日
定
安
宛
慶
永
書
状
（
福
井
県
図 

御
書
翰
九
） 

（
前
略
）
且
又
先
日
者
雨
森
謙
三
郎
弊
邑
江
被
指
下
、
其
節
者
別
而
委
緌
御
懇
篤
之
垂
諭

殊
ニ
勝
武
士
并
御
肴
料
預
御
恵
投
、
実
ニ
望
外
之
仕
合
御
無
念
之
御
儀
、
更
ニ
難
及
筆
舌

鳴
謝
不
答
奉
存
候
、
謙
三
郎
へ
も
愚
衷
者
申
聞
置
候
間
、
定
而
同
人
よ
り
可
奉
言
上
候
、

此
度
右
等
御
挨
拶
申
上
候
寸
謝
を
表
し
度
迄
ハ
、
別
而
爾
来
御
懇
情
相
願
危
難
相
互
ニ
救

ひ
、
万
事
御
相
談
之
上
国
政
向
を
も
取
計
度
、
他
日
事
あ
る
に
臨
て
ハ
同
生
同
死
一
致
之

尽
力
も
仕
度
其
辺
指
含
香
西
敬
左
衛
門
華
国
へ
差
出
候
間
無
御
覆
臓
垂
示
奉
至
願
候
間
、

尚
又
謙
三
郎
等
へ
被
仰
付
無
隔
意
咄
合
有
之
候
様
致
度
候 

  

【
要
約
】 

先
日
は
、
雨
森
謙
三
郎
を
福
井
に
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
さ
い
詳
し
く
懇
ろ
に

謙
三
郎
へ
も
私
の
考
え
を
申
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
旨
謙
三
郎
よ
り
申
し
上

げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
た
び
は
従
来
の
ご
親
切
、
危
機
に
対
し
て
は
互
い
に
助

け
合
い
、
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
て
藩
政
を
行
い
た
く
、
他
日
何
か
事
が

起
こ
れ
ば
生
き
る
も
死
ぬ
も
一
緒
の
つ
も
り
で
尽
力
し
た
く
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と

を
含
め
家
臣
で
あ
る
香
西
敬
左
衞
門
を
松
江
に
派
遣
さ
せ
ま
す
の
で
遠
慮
無
く
話
し

合
い
願
い
ま
す
。
な
お
、
謙
三
郎
な
ど
に
も
申
し
付
け
、
隔
て
無
く
話
し
合
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

【
史
料
１
０
】『
越
前
藩
幕
末
維
新
公
用
日
記
』
二
九
八
～
九
頁 

（
前
略
）
○
廿
九
日
（
慶
応
二
年
七
月
）。
雲
州
酒
井
造
酒
来
り
、
香
西
ニ
逢
。
石
州
路
の

騒
動
段
々
雲
州
へ
指
迫
り
、
誠
に
御
難
儀
至
極
、
御
援
被
下
候
様
。
尤
、
大
坂
に
て
歎
願

書
稲
葉
閣
老
へ
指
出
候
写
持
参
、
何
分
宰
相
様
御
心
配
之
程
奉
頼
と
之
趣
也
。
石
州
浜
田

ヘ
ハ
、
七
ケ
条
ヲ
以
如
何
御
心
得
被
成
哉
と
申
越
。
家
老
某
参
リ
候
処
、
甚
責
立
、
明
日

迄
ニ
返
事
可
致
旨
也
。
明
日
朝
ニ
至
リ
甚
責
立
ニ
付
、
最
早
不
得
止
事
、
城
下
自
焼
シ
テ

御
開
城
ニ
相
成
候
由
。
尤
、
因
・
福
・
雲
ノ
兵
申
越
候
ハ
、
廿
日
迄
ニ
人
数
引
上
ケ
可
申

候
。
無
左
候
ハ
ヽ
戦
争
ト
申
立
候
由
ニ
付
、
何
カ
人
数
引
上
ケ
、
因
・
福
・
雲
モ
引
取
候

由
。
依
テ
扨
諸
道
ヘ
人
足
何
十
人
可
指
出
、
是
非
よ
り
段
々
上
リ
行
と
申
趣
也
。
且
申
立

ハ
朝
幕
ヘ
対
シ
決
テ
敵
対
不
致
、
御
再
討
之
御
趣
意
相
伺
不
申
シ
テ
ハ
不
叶
、
此
儘
ニ
候

得
ハ
、
只
空
ク
滅
亡
ニ
可
相
成
ニ
付
、
不
得
止
得
事
、
如
此
ト
云
趣
ト
ノ
沙
汰
ノ
由
。 

一
右
ニ
付
而
モ
中
々
切
迫
之
御
時
勢
、
雲
州
ハ
御
同
姓
、
旦
御
倚
頼
之
国
ナ
レ
ハ
、
援
ハ

ス
シ
テ
ハ
不
叶
。
乍
然
、
空
人
数
出
テ
長
ト
戦
争
ト
云
様
ニ
モ
難
為
、
是
国
是
ナ
レ
ハ
ナ

リ
。
旦
御
倚
頼
之
雲
ヘ
国
是
ヲ
云
ハ
サ
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ス
、
云
ト
キ
ハ
、
必
ス
長
ト
戦
ハ

ス
シ
テ
長
人
ヲ
通
シ
ヘ
シ
。
然
レ
ハ
、
打
手
ノ
名
義
不
相
立
而
国
是
カ
ケ
ナ
カ
ラ
、
只
今

ウ
ロ
〱
シ
テ
雲
ノ
尽
力
モ
不
致
節
ハ
、
男
モ
不
立
義
ヲ
失
ヒ
、
従
テ
幕
ヘ
忠
モ
不
立
、
国

是
モ
不
立
事
故
、
道
路
ヲ
知
リ
ナ
カ
ラ
、
因
循
悉
ク
信
義
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
ヘ
シ
。
故
ニ
是

迄
ハ
長
タ
ラ
シ
ク
道
理
ヲ
入
レ
ル
御
心
得
ナ
レ
ト
モ
、
今
日
雲
等
如
此
シ
テ
ハ
、
最
早
不

相
叶
、
依
テ
愈
御
決
心
御
条
理
被
仰
立
之
御
決
評
相
定
ル
。
酒
井
・
毛
受
・
中
・
村
・
千

本
・
伊
藤
・
香
西
同
席
ナ
リ
。（
後
略
） 

  

【
要
約
】
松
江
藩
の
酒
井
造
酒
が
来
て
福
井
藩
士
の
香
西
に
出
会
い
、
石
州
の
騒
動

が
徐
々
に
雲
州
に
も
迫
っ
て
き
て
た
い
へ
ん
な
状
況
で
援
助
を
求
め
て
き
た
。
ま
た
、

大
坂
で
老
中
稲
葉
正
邦
へ
提
出
し
た
願
書
の
写
し
を
持
参
し
、
宰
相
様
（
慶
永
）
に

周
旋
を
頼
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
州
は
浜
田
に
要
求
を
突
き
つ
け
返
事

を
要
求
し
、
浜
田
藩
は
や
む
を
得
ず
自
ら
城
を
焼
き
開
城
し
た
。
鳥
取
、
福
山
、
松

江
も
戦
争
を
避
け
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。（
中
略
）
申
し
上
げ
た
の
は
、
朝

廷
・
幕
府
に
敵
対
す
る
の
で
は
な
く
、
長
州
を
再
び
討
伐
し
よ
う
と
す
る
趣
意
を
問

い
た
だ
さ
な
い
と
納
得
で
き
な
い
、
こ
の
ま
ま
だ
と
自
ら
も
滅
亡
と
も
な
る
の
で
や

む
を
得
ず
こ
の
処
置
を
と
っ
た
。 

右
の
よ
う
な
切
迫
し
た
状
況
で
、
福
井
藩
に
と
っ
て
松
江
藩
は
同
じ
越
前
系
松
平

と
し
て
頼
ら
れ
て
い
る
の
で
、
援
助
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
が
、
兵
を
出

し
て
長
州
と
戦
争
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
は
国
是
で
あ
る
。
し
か
し
、

松
江
藩
に
国
是
を
言
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
以
上
、（
松
江
藩
は
そ
の
国
是
を
受

け
れ
ば
）
長
州
と
戦
わ
ず
長
州
兵
を
通
過
さ
せ
る
し
か
な
い
。
と
な
る
と
、
長
州
征

伐
と
い
う
討
ち
手
の
名
義
も
立
た
ず
、
国
是
を
掲
げ
な
が
ら
、
た
だ
う
ろ
う
ろ
し
て

松
江
の
援
助
も
し
な
い
。
こ
れ
で
は
男
も
立
た
ず
義
も
失
い
、
幕
府
へ
の
忠
も
立
た

ず
、
国
是
も
立
た
ず
ゆ
え
、
つ
い
に
信
義
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
行
く
べ
き
道
を
知

り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
は
長
た
ら
し
く
道
理
（
長
州
再
征
が
不
可
で
あ
る
こ
と
）
を

説
き
続
け
る
心
得
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
松
江
藩
の
よ
う
に
な
る
の
は
た
え
ら
れ
な

い
、
よ
っ
て
決
心
し
て
条
理
（
京
都
よ
り
帰
国
）
を
貫
く
こ
と
と
決
議
し
た
。 


